
122022（R4）10月号

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て
・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

タ
ウ
ンin

fo
rm
atio
n

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会
・

消
費
の
豆
知
識

町
の
高
齢
化
率（
65
歳
以
上
の
割
合
）

は
、
41
・
82
%
（
令
和
４
年
９
月
２
日

時
点
）で
あ
り
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
現
在
、
認
知
症
の
方

も
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
「
脳
の
病
気
が
原
因
で
日

常
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状
態
」

と
さ
れ
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る

身
近
な
も
の
で
す
。

認
知
症
は
、
人
に
よ
っ
て
状
態
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
い
う
、

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
前
段
階
で
は
、

早
期
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
正
常
に

戻
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
と
診
断
を
受
け
て
も
、
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
で
、
進
行
が
緩
や
か
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
身
近
な

人
が
異
変
に
気
付
い
た
時
に
、
受
診
を

す
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
各
相
談

窓
口
に
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に

よ
る
「
よ
り
そ
い
隊
」
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
か

ら
の
相
談
を
受
け
、
必
要
な
情
報
を
提

供
し
、
必
要
な
各
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
や
ご
家
族
等
、
認
知
症
に
関

し
て
の
不
安
や
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
」「
認
知
症
に
備

え
る
に
は
」な
ど
、認
知
症
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
載
っ
て
い
る
「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
各
相
談
窓
口

（
13
頁
参
照
）
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
お
か
え
り
サ
ポ
ー
ト

認
知
症
の
方
が
外
出
し
て
自
宅
に
帰

れ
な
く
な
っ
た
際
に
、
早
期
に
発
見
す

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

ご
本
人
の
情
報
や
緊
急
連
絡
先
を
町

へ
登
録
し
、
警
察
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
情
報
を
共
有
し
ま
す
。
行
方

不
明
に
な
っ
た
際
に
は
、
町
か
ら
見
守

り
協
力
事
業
所
に
も
情
報
を
提
供
し
、

早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。
登
録
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

認知症
特 集

認
知
症
の
高
齢
者

更
な
る
増
加
が
予
測

認
知
症
で
の
不
安
や
悩
み

お
気
軽
に
相
談
窓
口
へ

那
須
町
に
あ
る

認
知
症
へ
の
対
応
策

認
知
症
に
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切

町では、「誰もが安心して暮らせるまち」を目指し、
認知症とともに笑顔で過ごせるよう、さまざまな取り組みを行っています

認知症になっても
安心して暮らせる那須町へ
認知症になっても
安心して暮らせる那須町へ
認知症になっても
安心して暮らせる那須町へ


